
令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

職員一人ひとりが創造性を持ち、時代の流れに即した文化・スポーツの取組を進めます。

文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の誰もが生涯を通じ
てスポーツに親しむ（す
る・みる・支える）こと
ができる環境づくり

スポーツ施設の適切な維
持管理、整備、使用料の
見直し

• 市民の誰もが利用しや
すい施設が整備されて
いる。

• 公共施設・サービスの
持続可能性を踏まえた、
適切な使用料（受益者
負担）が設定されてい
る。

• 岩国市公共施設個別施設計
画に基づき、スポーツ施設
の質と量の最適化に繋がる
維持管理、整備を行います。

• 全庁的な公の施設の使用料
の見直しの一環として、ス
ポーツ施設の使用料につい
ても、その適正化を図りま
す。

市民が気軽にスポーツに
親しめる機会、ハイレベ
ルなプレイを間近に体
感・交流することのでき
る機会の拡大

市民がスポーツに関わる
機会と関心が増している。

• ニュースポーツ、レクリ
エーション教室等の開催を
通じて、スポーツに関わる
人の裾野拡大を図ります。

• トップアスリートによる指
導教室やスポーツ合宿誘致
等の取組を通じて、市民が
ハイレベルな競技に触れる
機会を確保します。

学校と地域の連携・協働
による、中学校の文化
部・運動部部活動の円滑
な地域展開（地域移行）

中学生の新たな活動の場
となる地域の文化・ス
ポーツ・レクリエーショ
ン団体（地域クラブ等）
の活動推進

• 中学生の多様な体験機
会が確保されている。

• 部活動の地域展開（地
域移行）の取組が、地
域の文化・スポーツ・
レクリエーション団体
活動の活性化、担い手
確保にも繋がっている。

• 中学生が参加可能な団体・
種目の拡大を図り、その周
知に努めます。

• 地域クラブの運営、公的支
援のモデル構築を図るため、
文化部・運動部の一部団体
を対象に、実証事業を行い
ます。

スポーツ推進課 設定者 課長 杉田 久
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岩国の文化を伝え・創
り・活かすことで文化芸
術が彩るこころ豊かなま
ちの実現を目指します。

① 文化芸術情報の効果
的な発信

② 市民参加型事業の充
実

③ 文化芸術の担い手・
後継者等の確保

① 文化芸術に関する情
報の集約や発信が効
果的に行われている
状況

② 市民が文化芸術を身
近に感じることがで
きる機会が充実して
いる状況

③ 中学校部活動の地域
移行の取組が、地域
の文化芸術の担い
手・後継者等の確保
に繋がる状況

① 紙媒体やＳＮＳ等、複数
の広報媒体により、若年
層から高年齢まで、ター
ゲット層に応じた効果的
な情報発信を行います。

② 市民文化祭や錦帯橋芸術
祭等の主要文化イベント
において、市民参加型の
企画を実施し、同イベン
トの来場者や主要文化施
設の利用者増を図ります。

③ 部活動の地域移行に係る
山口県人材バンク及び
ポータルサイト「つなぐ
ＮＡＶＩ」への指導者・
文化芸術団体の登録を推
進します。

文化振興課 設定者 課長 村中 俊一郎
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本市の特色を生かした多
文化共生社会の実現を目
指します。

① 異なる文化を持つ
人々との相互理解を
深める取組

② 国際理解を深める取
組

③ 外国人住民への生
活・コミュニケー
ション支援等の取組

④ 愛宕スポーツコンプ
レックス等の施設を
活用した日米交流の
取組

① 国際社会で主体的に
行動できる人材の育
成に繋がる環境が
整っている状況

② 市民の国際感覚や異
文化交流への理解が
深まっている状況

③ 外国人住民の地域社
会参画に繋がる環境
が整っている状況

④ 日米交流・相互理解
が進んでいる状況

① 青少年の海外派遣、基地
内大学への就学を推進し
ます。

② 市民向けの国際理解講
座・国際交流事業等を推
進します。

③ 外国人向けの日本語及び
日本社会に関する学習支
援、日本語ボランティア
の育成等を行います。

④ 直接会話したり、共同で
作業したりといった機会
の多い日米交流イベント
を企画します。

文化振興課 設定者 課長 村中 俊一郎
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企画展等の事業実施による
博物館の利用促進

• 教育普及事業の実施
による利用促進

• 調査研究と成果の活
用による利用促進

• 多様な展示を実施する
ことで、より幅広い世
代の入館を図る。

• 各種講座の開催によっ
て、郷土の歴史への関
心を高める。

• 研究成果を発信し、研
究を深める。

• 企画展の実施（年６回）
• 常設展示の活用（年２回以
上の展示替え）

• 郷土史研究会の開催（月１
回）

• 古文書講座の開催（月２
回）

• 書籍等の発行（年１種以
上）

博学連携の強化 博学連携事業 学校と博物館が相互理
解・連携し、博物館の利
用によって、子どもたち
の地域への関心や郷土を
愛する心を育むとともに、
博物館等の施設や所蔵資
料の周知・利用によって、
博物館の活性化を図る。

出前講座や体験講座等の実施

博物館整備事業の実施 岩国市博物館基本計画に
基づく博物館の整備

岩国市博物館整備実施設
計の見直し、及び岩国徴
古館の改修設計によって、
より充実した博物館とな
るよう検討する。

• 岩国市博物館駐車場整備ほ
か設計の実施

• 岩国徴古館改修設計の実施
• 事業に係る各種調整

文化財課 設定者 課長 田中 寛二
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文化財の保護 • シロヘビ保護管理事
業

• 民俗芸能まつり開催
事業

• 文化財施設等の維持
業務

• 旧目加田家住宅整備
事業

• 国指定の天然記念物
「岩国のシロヘビ」の
保護のため、飼育環境
の維持を行う。

• 民俗芸能の保存と伝承
及び周知を行う場を提
供する。

• 市内文化財の維持を図
るための環境を整える。

• シロヘビ飼育場の維持
• 民俗芸能まつりの実施
• 市内文化財保護の環境につ
いての維持及び改善

文化財に関する各種の情
報発信と普及啓発

• 岩国シロヘビの館の
運営

• 文化財HPにおける指
定文化財の掲載・説
明

• 国指定の天然記念物
「岩国のシロヘビ」を
守り伝える意識を子ど
もたちに伝える。

• 市内文化財を多くの人
に知ってもらう。

• シロヘビこども飼育員行事
の実施

• 小学校でのシロヘビ学習会
の開催

• 文化財HPの随時更新
• 天然記念物教室の開催

価値付けが出来ていない
文化財や歴史的資料等の
調査・研究

• 文化財保護業務
• 岩国城跡調査事業

• 文化財の調査や研究を
行い、価値付けするた
めの取りまとめを行う。

• 価値のある文化財の掘
りおこしのための調
査・研究等を行う。

• 文化財審議会の開催
• 埋蔵文化財の確認調査
• 未指定文化財の調査
• 岩国城跡総合調査の実施

文化財課 設定者 課長 田中 寛二
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錦帯橋を文化財として保
存管理を行う。

錦帯橋保存管理事業 錦帯橋を定期的に点検し、
適切な対応の実施により、
安全な状態を維持する。

• 毎日及び毎月の点検を行う。
• 点検で発見した箇所を速や
かに対応する。

錦帯橋と岩国城下町及び
周辺の山々を文化財とし
て保存活用を行う。

文化的景観保存活用事業 重要文化的景観として選
定された区域（城山、岩
国山、錦川、横山地区、
岩国地区）について整備
計画に基づき保存活用を
行う。

• 整備計画に基づき、生活・
生業支援制度に取り組む。

• 整備計画に基づき、歴史的
建造物の活用スキーム構築
に取り組む。

錦帯橋の世界遺産登録へ
の取組を推進する。

錦帯橋世界遺産推進事業 「世界遺産暫定一覧表記
載資産候補提案書 錦帯
橋」を更新するための調
査研究を進め、取組につ
いて啓発活動を行う。

• 推薦書案本文や新たに義務
化された事前評価書の作成
に取り組む。

• 錦帯橋の価値や真実性につ
いて調査研究のほか、各種
委員会の開催、普及啓発イ
ベントを開催する。

錦帯橋課 設定者 課長 棚田 和宏
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